
平成３０年三重県議会定例会

予 算 決 算 常 任 委 員 会

病院事業庁長補充説明資料
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【報告】 

私債権の放棄について 

「三重県債権の管理及び私債権の徴収に関する条例」第１４条第２項の規定に基づき、

平成２９年度末までに消滅時効の期間が経過し、債務者が時効の援用をしていない債権の

うち、１０件、１２９万４，２６６円について、債務者が生活保護を受給していることか

ら、強制執行をすることによって、その債務者の生活を著しく窮迫させるおそれがあると

認められるため、債権を放棄しました。

放棄の事由等 

私債権の種類 放棄の事由 件数 債権額 

県立病院使用料等 

条例第１４条第２項第２号 

（強制執行により債務者の生活を 
著しく窮迫させるおそれがある） 

10件 1,294,266円 

※うち１件は、条例第１４条第２項第３号にも該当。

《参考：三重県債権の管理及び私債権の徴収に関する条例（抜粋）》 

（私債権の放棄） 

第十四条 （第１項 略） 

２ 知事等は、私債権のうち消滅時効の期間が経過したもの（債務者が援用をしていない 

ものに限る。）について、次の各号のいずれかに掲げる事由があると認められるときは、 

当該私債権及びこれに係る損害賠償金等を放棄することができる。 

一 債務者に差し押さえることができる財産がないとき。 

二 強制執行をすることによって債務者の生活を著しく窮迫させるおそれがあるとき。 

三 債務者の所在及び差し押さえることができる財産が共に不明であるとき。 
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